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突然意識を失ったとき
～周囲ができる対応と、情報の重要性～

すこやか生活習慣ワンポイントアドバイス
健 康 ガ イ ド
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　「
心
と
体
を
解
放
し
自
分
を
表

現
す
る
バ
レ
エ
を
通
じ
て
、子
ど

も
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
」と
語
る
の
は
、第
17
回
川
口

市
文
化
賞
の
受
賞
者
、窪
内
絹
子

さ
ん
。
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
の
ダ
ン

サ
ー
と
し
て
数
々
の
舞
台
を
踏

み
、指
導
者
と
し
て
も
多
く
の
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、本
市
の
芸
術

文
化
の
振
興
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
生
ま
れ
な
が
ら
に
心
臓
が
弱

く
、両
親
は
医
者
か
ら「
10
歳
ま

で
の
命
」と
告
げ
ら
れ
た
。運
動

を
制
限
さ
れ
て
い
た
も
ど
か
し
い

幼
少
期
に
、た
ま
た
ま
見
学
し
た

バ
レ
エ
教
室
。全
身
を
使
っ
て
豊

か
に
感
情
を
表
現
す
る
そ
の
美

し
い
姿
に
強
く
惹
か
れ
た
。「
親
に

内
緒
で
見
学
を
続
け
、後
ろ
の
方

で
見
様
見
真
似
で
や
っ
て
た
ら
、

先
生
も
評
価
し
て
く
れ
て
…
」や

が
て
、そ
の
事
実
を
知
っ
た
両
親

は
驚
愕
し
た
が
、病
状
は
悪
く
な

る
ど
こ
ろ
か
、改
善
方
向
に
。「
病

気
の
状
況
が
好
転
し
た
要
因
は

今
で
も
分
か
り
ま
せ
ん
。た
だ
、

多
く
の
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ

て
生
か
さ
れ
た
命
だ
と
。い
ず
れ

自
分
も
子
ど
も
の
た
め
に
何
か

し
た
い
と
い
う
人
生
の
軸
足
が
決

ま
っ
た
の
は
こ
の
頃
だ
と
思
い
ま

す
」と
振
り
返
る
。

　
体
調
を
心
配
す
る
両
親
の
反

対
を
押
し
切
り
、体
育
大
学
に
進

学
。モ
ダ
ン
バ
レ
エ
に
打
ち
込
む

中
、子
ど
も
と
母
親
が
触
れ
合
う

親
子
体
操
の
指
導
員
と
し
て
の
依

頼
が
来
た
。「
子
ど
も
と
関
わ
る

第
一
歩
で
し
た
。現
在
の
私
の
活

動
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
」。参

加
者
の
中
に
は
、障
害
が
あ
る
子

も
多
く
、家
族
が
苦
慮
し
て
い
る

姿
を
目
に
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、ダ
ン
ス
セ
ラ
ピ
ー
を
学
ぶ
た

め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
留
学
も
し
た
。

　「
障
害
が
あ
る
子
、学
校
に
馴

染
め
な
い
子
、ど
ん
な
子
ど
も
も

平
等
。生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
奇

跡
を
大
切
に
し
、そ
の
子
の
個
性

を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
私
の

使
命
」と
強
く
胸
に
刻
み
、昭
和

48
年
に
川
口
に
立
ち
上
げ
た
ス

ク
ー
ル
。バ
レ
エ
を
通
じ
て
、人
間

形
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も

に
、子
ど
も
の
居
場
所
・
拠
り
所

と
す
る
た
め
、悩
み
・
不
安
を
抱

え
る
子
に
対
し
て
は
一
緒
に
な
っ

て
考
え
、解
決
に
向
け
て
真
摯
に

向
き
合
っ
て
き
た
。

　
今
年
１
月
、ス
ク
ー
ル
は
50
周

年
を
迎
え
た
。記
念
公
演
に
は
、

大
人
に
な
り
子
を
持
っ
た
卒
業
生

た
ち
も
多
く
参
加
し
た
。「
疎
遠

に
な
っ
て
い
た
子
も
駆
け
つ
け
て

く
れ
て
一
緒
に
踊
っ
て
く
れ
た
。

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
」と
目
に
涙

を
滲
ま
せ
る
。「
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、今
、私
が
で
き
る
こ
と

は
」常
に
自
問
自
答
す
る
彼
女
の

真
っ
す
ぐ
な
視
線
か
ら
は
、そ
の

使
命
を
果
た
す
た
め
の
覚
悟
が

伝
わ
る
。（
治
）

FM Kawaguchiで放送中

85.6MHZ

歯と口の健康フェスティバル
bリリア１階展示ホール・催し広場

4日（日）

第46回青少年まつり
bキュポ・ラ広場

4日（日）

突然意識を失い病院を受診するかたは決して珍しくありません。そ
の多くは高齢者のかたですが、若いかたでも学校などで突然意識を
失うことがあります。
人が突然意識を失ったときは、周囲のかたの適切な対応と情報提供
が重要です。初期対応としては、安全な場所へ移動させ、生命の維持
に必要な呼吸や脈が乱れていないかを確認し、乱れている場合はす
ぐに救急車を呼んでください。呼吸や脈が乱れておらず、意識が回復
してきたときは病院の受診も考慮しつつ、極力冷静に患者さんの様
子を観察してください。患者さん自身は前後の記憶がないことがあ
るため、周囲のかたからの情報が適切な診断につながる場合があり
ます。
一時的に意識を失う症状（以下、一過性意識消失）の中でも、意識を
失う時間が１分未満と短く、速やかに回復するものを「失神」といい
ます。「失神」と「失神以外の一過性意識消失」では原因が異なるた
め、「失神」であるかどうかを判断することは重要です。失神の多く
は子どもが朝礼などで起こすような「反射性失神」や、高齢者が立ち
上がる時や降圧剤が原因で起こる「起立性低血圧」など良性のもの
ですが、なかには不整脈や心臓弁膜症、心筋梗塞など命に関わる病
気が原因となる「心原性失神」の場合もあります。「心原性失神」が
疑われるときは心臓超音波検査や心電図などの精密検査を行います
が、その結果、ペースメーカや心臓手術が必要となる場合もあります
ので、突然意識を失った経験のあるかたは医療機関で検査を行うこ
とをお勧めします。

人
ひと

　　　「チョコレート～カカオが
　　　　とどける幸せな世界～」
b科学館

10日（土）～7/9日（日）

→18ページ

つの「こ食」にご用心

g健康増進課　i048-256-1135　k048-256-2023

　それぞれが別々のものを食べること。
同じ食卓に着いていても、それぞれが別々のものを食べ続けていると、協調
性が養われないなどの問題につながりやすいと言われています。

特別展

個食
1

　１人で食べること。
１人で食べると早食いになる傾向があり、肥満などの生活習慣病を引き起こ
しやすくなります。孤食

2

　子どもたちだけで食べること。
子どもたちだけで食べると、好きなものばかり食べてしまい、好き嫌いが増
え、偏った食事になり成長に必要な栄養が不足してしまいます。子食

3

　同じものばかり食べること。固定食。
同じものを食べ続けると、栄養のバランスが偏るだけでなく、肥満や生活習
慣病を引き起こしやすくなります。固食

4

　パンや麺などの粉から作られるものばかり食べること。
やわらかいパンや麺ばかり食べ続けると、噛む力が弱く
なってしまいます。粉食

5

　外食などに多くみられる濃い味付けのものばかり食べること。
塩分・糖分の過剰摂取につながり、高血圧や肥満の原因となります。濃食

6

　食事の量が少ないこと。
食事の量を過剰に減らすと、必要な栄養が足りず無気力になってしまいま
す。特に成長期の子どもは、発育に影響を与えるため注意が必要です。小食

7

「こ食」という言葉を耳にしたことはあ
りますか？近年、労働環境の変化や
価値観の多様化、新型コロナウイルス
感染症の影響で「こ食」が増加してい
ます。７つの「こ食」に注意して、食事を楽しみましょう。

7


